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日
本
唐
楽
の
「
急
」
と
唐
大
曲
の
「
急
遍
」
に
つ
い
て演

劇
学

博
士
後
期
課
程
一
年

湯

書
華

は
じ
め
に

日
本
唐
楽
と
は
日
本
雅
楽
の
一
種
で
あ
り
、
奈
良
時
代
か
ら
平
安
時
代
初
期
に
か
け
て
日
本
に
伝

来
し
た
中
国
唐
代
の
俗
楽
系
の
楽
舞
を
基
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
日
本
唐
楽
と
唐
代
の

音
楽
に
お
け
る
大
曲
の
構
成
に
つ
い
て
比
較
を
行
う
。
唐
大
曲
の
定
義
と
範
囲
は
明
確
で
は
な
い

が
、
複
数
の
楽
章
①

の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
の
が
特
徴
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

こ
う
い
っ
た
特
徴
を
持
つ
唐
代
の
楽
曲
を
本
発
表
で
は
「
唐
大
曲
」
で
あ
る
と
み
な
す
。

日
本
唐
楽
の
楽
曲
は
序
・
破
・
急
な
ど
の
楽
章
か
ら
複
数
を
組
み
合
わ
せ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

『
雅
楽
を
知
る
事
典
』
②

に
よ
る
と
、
「
序
」
は
無
拍
節
の
楽
章
、
「
破
」
は
緩
徐
な
拍
子
の
楽
章
、

「
急
」
は
早
い
拍
子
の
楽
章
を
指
す
③

と
い
う
。
し
か
し
序
・
破
・
急
を
完
備
し
て
い
る
楽
曲
は
そ
れ

ほ
ど
多
く
な
い
。
ま
た
、
序
・
破
・
急
を
完
備
し
て
い
る
曲
で
も
、
そ
の
構
成
は
「
序

破−

急
」
に

単
純
に
は
収
ま
ら
な
い
。
例
え
ば
『
新
撰
楽
譜
』
（
康
保
三
年
、
九
六
六
）
に
よ
る
と
、
「
赤
白
桃
李

花
」
は
「
序

破
」
で
形
成
さ
れ
、
「
蘇
合
香
」
は
「
序

破

颯
踏

急
」
の
四
つ
の
楽
章
を
含
む
と
い

う
。
し
た
が
っ
て
「
序

破−

急
」
は
楽
曲
構
成
の
一
つ
の
理
想
型
を
表
し
た
概
念
と
考
え
る
ほ
う
が

実
態
に
則
し
て
い
る
と
、
遠
藤
徹
氏
は
『
雅
楽
を
知
る
事
典
』
で
考
察
し
て
い
る
。

文
政
五
年
（
一
八
二
二
）
以
前
に
成
立
し
た
小
川
守
中
の
『
歌
儛
品
目
』
は
す
で
に
日
本
唐
楽
の

序
・
破
・
急
の
起
源
を
中
国
の
大
曲
に
結
び
つ
け
て
い
る
。
現
代
で
は
、
辻
広
一
氏
④

は
日
本
唐
楽
の

序
・
破
・
急
は
唐
代
の
大
曲
の
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
指
摘
し
て
い
る
。
唐
大
曲
の
「
急
遍
」
と

い
う
部
分
は
日
本
唐
楽
の
「
急
」
に
相
当
す
る
と
陰
法
魯
氏
⑤

は
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
唐
楽
の

①

「
楽
章
」
は
唐
大
曲
・
日
本
雅
楽
の
伝
統
的
用
語
で
は
な
い
が
、
本
発
表
で
は
文
章
を
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
こ
の

語
を
用
い
る
こ
と
に
す
る
。
本
発
表
で
用
い
る
「
楽
章
」
と
は
、
楽
曲
の
中
に
、
全
体
と
し
て
の
「
楽
曲
」
に
次
ぐ
二
番
目

に
大
き
い
構
成
単
位
で
あ
る
。
唐
大
曲
の
場
合
、
「
楽
章
」
は
具
体
的
に
「
散
序
」
「
中
序
」
「
入
破
」
な
ど
の
名
前
が
あ

る
。
「
楽
章
」
を
さ
ら
に
分
け
れ
ば
、
「
遍
」
、
ま
た
は
「
畳
」
と
い
う
単
位
が
あ
る
。
日
本
唐
楽
の
場
合
、
「
楽
章
」
は
具
体

的
に
「
序
」
「
破
」
「
颯
踏
」
「
急
」
な
ど
の
名
前
が
あ
る
。
「
楽
章
」
を
さ
ら
に
分
け
れ
ば
、
「
帖
」
と
い
う
単
位
が
あ
る
。

②

遠
藤
徹
『
雅
楽
を
知
る
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
○
一
三
年
、
七
○
頁

③

こ
こ
で
は
遠
藤
氏
は
現
行
の
雅
楽
に
基
づ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
平
安
時
代
の
序
・
破
・
急
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。
寺

内
直
子
氏
の
『
三
五
要
録
』
『
仁
智
要
録
』
（
一
一
九
二
年
以
前
）
に
対
す
る
分
析
に
よ
れ
ば
、
平
安
時
代
末
期
の
「
序
」
も

基
本
的
に
「
非
拍
節
的
リ
ズ
ム
」
を
意
味
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
寺
内
氏
の
『
古
譜
呂
律
巻
』
（
十
二
世
紀
頃

〜
十
三
世
紀
中
葉
）
に
対
し
て
行
っ
た
統
計
結
果
に
よ
れ
ば
、
「
破
」
の
多
く
は
「
延
拍
子
」
、
「
急
」
の
多
く
は
「
早
拍

子
」
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
平
安
時
代
末
期
の
「
延
拍
子
」
と
「
早
拍
子
」
を
単
純
に
「
ゆ
っ
た
り
し
た
テ
ン
ポ
」
と
「
速
い

テ
ン
ポ
」
と
し
て
理
解
す
る
と
す
れ
ば
、
当
時
の
「
破
」
は
「
急
」
よ
り
テ
ン
ポ
が
ゆ
っ
た
り
し
て
い
る
と
考
え
て
も
良
い

だ
ろ
う
。
（
寺
内
直
子
『
雅
楽
の
リ
ズ
ム
構
造
ー
平
安
時
代
末
に
お
け
る
唐
楽
曲
に
つ
い
て
ー
』
（
第
一
書
房
、
一
九
九
六

年
）
を
参
照
。
） 

④

辻
広
一
「
唐
・
宋
大
曲
の
構
成
と
「
序
破
急
」
構
成
に
つ
い
て
」
『
文
学
・
語
学
』
、
一
九
七
八
年
。

⑤

陰
法
魯
『
唐
宋
大
曲
之
來
源
及
其
組
織
』
北
京
大
学
出
版
部
、
一
九
四
八
年
。

ル
シ
ョ
が
登
壇
し
群
衆
を
鼓
舞
す
る
よ
う
に
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
を
披
露
し
た
。

年
代
表
の
イ
ン
ガ
＆
ア
ヌ
シ
ュ
は
同
年

月
に
ア
ル
バ
ム
『
私
た
ち
は
我
ら
の
山
々
』

M
enq Enq M

er Sarerǝ（
英
語
名
：
『
私
の
大
地
の
心
音
』

H
eartbeat of m

y Land）
を
リ
リ
ー
ス
し

た
。
表
題
曲
〈
私
た
ち
は
我
ら
の
山
々
〉
は
先
述
し
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
の
こ
と
で
あ
り
、
カ
ラ
バ
フ

を
巡
る
政
治
的
な
態
度
を
改
め
て
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
曲
の

で
は
、
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
に
乗

っ
た
イ
ン
ガ
と
ア
ヌ
シ
ュ
を
金
管
楽
器
の
楽
隊
が
追
い
か
け
る
シ
ー
ン
が
描
か
れ
る
。
こ
れ
は
ジ
プ

シ
ー
に
よ
る
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
を
一
躍
有
名
に
し
た
映
画
『
ア
ン
ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
の
オ
マ
ー
ジ
ュ

だ
と
考
え
ら
れ
る
。
ジ
プ
シ
ー
は
バ
ル
カ
ン
半
島
の
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
に
お
け
る
重
要
な
ア
ク
タ
ー

で
あ
る
が
、
こ
の

の
描
写
か
ら
イ
ン
ガ
＆
ア
ヌ
シ
ュ
の
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
が
バ
ル
カ
ン
の
そ
れ

を
意
識
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。

年
の
代
表
で
あ
る
イ
ヴ
ェ
タ
・
ム
ク
チ
ャ
ン
は
、

年
の
代
表
で
あ
る
ア
ラ
ム

と
と
と
も
に
「
ダ
シ
ュ
テ
ロ
ヴ
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
た
。
「
ダ
シ
ュ
テ
ロ
ヴ
」
と
は

「
大
地
で
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
の
大
地
が
育
ん
で
き
た
文
化
を
現
代
的
な
形
で
表

現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

 

結
びア
ル
メ
ニ
ア
の
従
来
の
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
で
あ
る
ラ
ビ
ズ
の
持
つ
マ
カ
ー
ム
や
メ
リ
ス
マ
と
い
っ

た
特
徴
は
「
ト
ル
コ
の
も
の
」
と
し
て
批
判
さ
れ
て
き
た
。
一
方
で
、
同
様
の
特
徴
を
持
つ

で
披
露
さ
れ
た
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
は
「
ア
ル
メ
ニ
ア
を
代
表
す
る
も
の
」
と
し
て
内
外
に
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

出
場
を
通
し
て
、
音
楽
的
な
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ら
し
さ
」
が
再
考
さ
れ

て
い
る
と
も
言
え
る
。
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
を
歌
う
こ
と
に
よ
っ
て
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ら
し
さ
」
を
追
求

す
る
な
か
で
、
歌
手
た
ち
は
と
き
に
ア
ル
メ
ニ
ア
を
取
り
巻
く
外
交
問
題
に
対
し
て
政
治
的
な
態
度

を
示
し
、
と
き
に
民
族
主
義
に
傾
倒
し
て
い
く
現
状
が
あ
る
。

本
研
究
で
は
、

の
ア
ル
メ
ニ
ア
代
表
に
な
っ
て
い
る
楽
曲
及
び
歌
手
に
つ
い
て
検
討
し
て
き

た
が
、

の
ア
ル
メ
ニ
ア
代
表
は
現
在
視
聴
者
投
票
に
よ
る
国
内
予
選
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た

の
本
選
は

加
盟
国
の
視
聴
者
投
票
も
採
点
に
加
味
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
世
論

が
ポ
ッ
プ
フ
ォ
ー
ク
や
そ
こ
に
表
れ
る
「
ア
ル
メ
ニ
ア
ら
し
さ
」
を
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て
い
る
の

か
を
分
析
す
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
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た
め
、
『
新
撰
楽
譜
』
で
初
め
て
「
急
」
が
楽
章
の
名
前
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

『
新
撰
楽
譜
』
以
降
の
楽
書
『
龍
鳴
抄
』
、
楽
譜
『
懐
中
譜
』
な
ど
で
は
楽
曲
は
常
に
序
・
破
・
急
な

ど
の
楽
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

二

唐
代
文
献
の
中
の
「
急
遍
」

「
前
述
し
た
と
お
り
、
唐
代
の
文
献
に
「
急
遍
」
と
い
う
言
葉
が
み
え
る
。
用
例
と
し
て
は
唐
代
の

詩
人
張
祜
（
唐
貞
元
八
年
〜
大
中
六
年
頃
（
七
八
二
〜
八
五
二
）
）
の
「
悖
㧝
兒
舞
」
⑫

が
挙
げ
ら
れ
る
。

春
風
南
内
百
花
時
、

春
風

南
内

百
花
の
時

道
調
梁
州
急
遍
吹
。

道
調
梁
州
⑬

の

急
遍
を
吹
く

揭
手
便
拈
金
椀
舞
、

手
を
掲
げ

便
ち
金
椀
を
拈
み
て
舞
ふ

上
皇
驚
笑
悖
㧝
兒
。

上
皇

悖
㧝
兒
を
驚
笑
す

「
手
を
掲
げ
、
便
ち
金
椀
を
拈
み
て
舞
ふ
」
と
い
う
描
写
は
い
か
に
も
軽
快
で
あ
る
た
め
、
テ
ン
ポ
が

速
い
と
い
う
こ
と
が
上
皇
を
驚
か
せ
た
「
急
遍
」
の
特
徴
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
曲
に
お
け
る

「
急
遍
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。『
羯
鼓
録
』
⑭

（
唐
大
中
年

間
（
八
四
七
〜
八
六
○
）
）
に
こ
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
（
下
線
は
発
表
者
）
。

廣
德
中
、
前
の
雙
流
縣
丞
李
琬
な
る
も
の
、
ま
た
こ
れ
（
羯
鼓
）
を
能
く
す
。
調
集
し
て
（
役
職
の

異
動
の
た
め
京
に
集
ま
る
）
長
安
に
至
り
本
里
に
僦
居
す
（
家
を
賃
貸
し
て
住
む
）
。
嘗
て
夜
、
鞨

鼓
の
聲
を
聞
く
、
曲
、
頗
る
妙
な
り
。
月
下
に
歩
き
尋
ね
て
一
小
宅
に
至
る
。
門
、
極
め
て
卑
隘
な

り
。
門
を
叩
て
請
謁
す
。
鼓
工
に
謂
て
曰
く
、
「
君
擊
つ
と
こ
ろ
の
も
の
、
豈
に
耶
婆
色
雞
に
あ
ら

ず
や
。
至
て
精
能
な
り
と
雖
と
も
、
尾
無
き
は
何
ぞ
や
」
。
工
、
大
に
こ
れ
を
異
と
し
て
、
曰
く
、

「
（
中
略
）
今
但
だ
舊
譜
數
本
を
按
じ
て
こ
れ
を
尋
ぬ
に
、
竟
に
結
尾
の
聲
な
く
、
故
に
夜
夜
こ
れ

を
求
む
」
。（
中
略
）
琬
曰
く
、「
言
ふ
べ
し
や
。
そ
れ
曲
に
尽
き
ざ
る
者
あ
れ
ば
、
須
く
他
曲
を
以
っ

て
こ
れ
を
解
す
⑮

べ
く
、
方
に
其
の
聲
を
尽
く
す
べ
き
な
り
。
そ
れ
耶
婆
色
雞
は
當
に
㭾
柘
急
遍
を

用
い
て
こ
れ
を
解
す
」
。
工
は
教
へ
ら
る
る
と
こ
ろ
に
如
く
。
果
た
し
て
相
ひ
諧
協
し
、
聲
意
皆
な

盡
く
。

 

⑫ 

本
発
表
で
使
う
「
悖
㧝
兒
舞
」
は
『
張
承
吉
文
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）
に
よ
る
。
そ
の
底
本
は
北
京
図

書
館
藏
宋
蜀
刻
本
で
あ
る
、 

⑬ 

「
梁
州
」
は
大
曲
の
名
前
で
あ
り
、
「
涼
州
」
と
も
い
う
。
「
道
調
梁
州
」
は
段
和
尚
と
い
う
人
が
作
っ
た
「
梁
州
」
の
変

奏
曲
で
あ
る
ら
し
い
。
中
純
子
「
涼
州
詞
と
涼
州
曲 : 

唐
代
邊
塞
音
樂
管
見
」
（
『
中
國
文
學
報
』
、
二
○
○
六
）
を
参
照
。

⑭ 
本
発
表
が
使
う
『
羯
鼓
録
』
は
『
羯
鼓
録
・
楽
府
雑
録
・
碧
鶏
漫
志
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）
に
よ
る
。
そ

の
底
本
は
清
道
光
十
七
年
（
一
八
三
七
）
銭
熙
祚
「
守
山
閣
叢
書
」
所
収
本
で
あ
る
。 

⑮ 

「
解
」
は
中
国
音
楽
の
伝
統
的
用
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
楊
蔭
瀏
『
中
国
古
代
音

楽
史
稿
』
に
よ
れ
ば
「
解
」
の
特
徴
は
（
一
）
テ
ン
ポ
が
速
い
こ
と
、
（
二
）
感
情
が
高
ぶ
る
こ
と
、
（
三
）
楽
曲
の
最
後
に

付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。 

「
序

破−

急
」
構
成
を
根
拠
と
し
て
、
唐
大
曲
の
構
成
を
「
散
序−

中
序−

破−

急
」
と
推
定
す
る
研
究

も
あ
る
⑥

。
し
か
し
、
上
述
の
考
え
方
が
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
。
本
発
表
で
は
十
世
紀
以
前
の
古
楽
譜
と
中
国
唐
代
の
詩
歌
・
記
録
を
主
に
使
用
し
、
日
本
唐
楽

の
「
急
」
と
唐
大
曲
の
「
急
遍
」
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一

楽
譜
・
楽
書
に
お
け
る
「
急
」

結
論
を
先
に
述
べ
て
し
ま
う
と
、
現
存
す
る
十
世
紀
以
前
の
唐
楽
関
係
の
楽
譜
に
つ
い
て
考
察
し

た
結
果
、
康
保
三
年
（
九
六
六
）
『
新
撰
楽
譜
』
以
降
に
は
、
楽
曲
の
最
後
の
楽
章
を
「
急
」
と
書
く

例
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
は
、
「
急
」
は
楽
譜
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

『
新
撰
楽
譜
』
よ
り
前
の
唐
楽
関
係
の
楽
譜
と
い
え
ば
、
『
天
平
琵
琶
譜
』
（
天
平
一
九
年
（
七
四

七
）
以
前
）
、
『
五
絃
譜
』
、
『
南
宮
琵
琶
譜
』
（
延
喜
二
一
年
（
九
二
一
）
）
、
『
敦
煌
琵
琶
譜
』
⑦

（
五
代

後
唐
長
興
四
年
（
九
三
三
）
以
前
）
が
現
存
す
る
。
『
天
平
琵
琶
譜
』
に
は
「
番
仮
崇
」
と
い
う
楽
曲

の
断
簡
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
「
番
仮
崇
」
は
楽
章
に
分
け
ら
れ
て
い
な
い
。
『
南
宮
琵
琶

譜
』
に
は
琵
琶
独
奏
曲
と
琵
琶
の
調
弦
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
独
奏
曲
は
楽
章
に
分
け
ら
れ

て
い
な
い
。
『
敦
煌
琵
琶
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
曲
は
基
本
的
に
一
遍
、
ま
た
は
二
遍
の
み
で
あ
り
、

複
数
の
楽
章
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
大
曲
の
曲
譜
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
『
五
絃
譜
』
⑧

に
記
さ
れ
て
い
る
曲
「
夜
半
楽
」
の
末
に
「
丑
年
潤
十
一
月
廿
九
日

石
大

娘
」
と
い
う
文
言
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
『
五
絃
譜
』
は
宝
亀
四
年
（
唐
大
暦
八
年
（
七
七
三
）
）
に

近
い
年
代
に
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
楽
譜
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
と
、
林
謙
三
氏
⑨

は
推
測
し
て
い

る
。
『
五
絃
譜
』
で
は
楽
曲
は
「
序
」
「
破
」
「
急
」
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
第
一
」

「
第
二
」
の
よ
う
に
数
字
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
武
媚
娘
」
⑩

と
い
う
曲
に
「
第
五
入

破
」
の
表
記
が
見
出
さ
れ
る
が
、
「
序
」
と
「
急
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

序
・
破
・
急
な
ど
の
楽
章
名
が
定
型
化
さ
れ
た
の
は
『
新
撰
楽
譜
』
⑪

以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
『
新
撰
楽
譜
』
は
康
保
三
年
（
九
六
六
）
に
源
博
雅
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
楽
譜
で
あ
る

が
、
現
在
で
は
そ
の
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
に
あ
る
「
蘇
合
香
」
と
い
う
曲
は
序
・

破
・
颯
踏
・
急
の
四
つ
の
楽
章
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
楽
章
名
と
し
て
の
「
急
」
の
用
例
が
初
め

て
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
『
新
撰
楽
譜
』
の
跋
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
貞
保
親
王
『
新
撰
横
笛
譜
』
（
序

文
以
外
は
散
逸
）
な
ど
前
代
の
楽
譜
を
参
考
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

 

⑥

王
小
盾
「
唐
大
曲
及
其
基
本
結
構
類
型
」
『
中
國
音
樂
學
』
、
一
九
八
八
年
。
王
氏
は
唐
大
曲
を
「
清
楽
大
曲
」
「
胡
楽
大

曲
」
「
二
部
伎
大
曲
」
「
法
曲
型
大
曲
」
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
法
曲
型
大
曲
」
、
す
な
わ
ち
「
霓
裳
」
な
ど
の
大

曲
の
構
成
は
「
散
序−

中
序−

破−

急
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑦ 

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
『
長
興
四
年
中
興
殿
應
聖
節
講
經
文
』
（
番
号
：Pelliot chinois 3808

）
の
紙
背
に
記
さ
れ

て
い
る
。
影
印
は
『
法
蔵
敦
煌
西
域
文
献

巻
二
八
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
四
）
に
あ
る
。
敦
煌
に
残
さ
れ
た
楽

譜
は
ほ
か
に
も
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵Pelliot chinois 3719

、3539

の
二
枚
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
断
簡
し
か
残
っ

て
い
な
い
。 

⑧ 

陽
明
文
庫
蔵
。
本
発
表
で
使
う
『
五
絃
譜
』
は
『
古
楽
古
歌
謡
集
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
）
に
よ
る
。 

⑨ 

林
謙
三
「
国
宝
五
絃
譜
と
そ
の
解
読
の
端
緒
」
『
雅
楽
ー
古
楽
譜
の
解
読
ー
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
九
年
。 

⑩ 

唐
代
の
楽
曲
名
。
羽
調
。
『
楽
府
詩
集
』
に
見
ら
れ
る
。 

⑪ 

本
発
表
で
使
う
『
新
撰
楽
譜
』
は
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵
本
（
享
和
一
六
年
豊
原
倫
秋
写
本
の
転
写
本
、
請

求
記
号
：D

IG
-TYM

Y-16

）
に
よ
る
。 
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た
め
、
『
新
撰
楽
譜
』
で
初
め
て
「
急
」
が
楽
章
の
名
前
と
し
て
使
用
さ
れ
た
と
は
断
言
で
き
な
い
。

『
新
撰
楽
譜
』
以
降
の
楽
書
『
龍
鳴
抄
』
、
楽
譜
『
三
五
要
録
』
『
仁
智
要
録
』
な
ど
で
は
楽
曲
は
常

に
序
・
破
・
急
な
ど
の
楽
章
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

二

唐
代
文
献
の
中
の
「
急
遍
」

「
前
述
し
た
と
お
り
、
唐
代
の
文
献
に
「
急
遍
」
と
い
う
言
葉
が
み
え
る
。
用
例
と
し
て
は
唐
代
の

詩
人
張
祜
（
唐
貞
元
八
年
〜
大
中
六
年
頃
（
七
八
二
〜
八
五
二
）
）
の
「
悖
㧝
兒
舞
」
⑫

が
挙
げ
ら
れ
る
。

春
風
南
内
百
花
時
、

春
風

南
内

百
花
の
時

道
調
梁
州
急
遍
吹
。

道
調
梁
州
⑬

の

急
遍
を
吹
く

揭
手
便
拈
金
椀
舞
、

手
を
掲
げ

便
ち
金
椀
を
拈
み
て
舞
ふ

上
皇
驚
笑
悖
㧝
兒
。

上
皇

悖
㧝
兒
を
驚
笑
す

「
手
を
掲
げ
、
便
ち
金
椀
を
拈
み
て
舞
ふ
」
と
い
う
描
写
は
い
か
に
も
軽
快
で
あ
る
た
め
、
テ
ン
ポ
が

速
い
と
い
う
こ
と
が
上
皇
を
驚
か
せ
た
「
急
遍
」
の
特
徴
と
み
な
さ
れ
る
。
し
か
し
、
大
曲
に
お
け
る

「
急
遍
」
の
位
置
に
つ
い
て
は
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。『
羯
鼓
録
』
⑭

（
唐
大
中
年

間
（
八
四
七
〜
八
六
○
）
）
に
こ
の
よ
う
な
記
録
が
あ
る
（
下
線
は
発
表
者
）
。

廣
德
中
、
前
の
雙
流
縣
丞
李
琬
な
る
も
の
、
ま
た
こ
れ
（
羯
鼓
）
を
能
く
す
。
調
集
し
て
（
役
職
の

異
動
の
た
め
京
に
集
ま
る
）
長
安
に
至
り
本
里
に
僦
居
す
（
家
を
賃
貸
し
て
住
む
）
。
嘗
て
夜
、
鞨

鼓
の
聲
を
聞
く
、
曲
、
頗
る
妙
な
り
。
月
下
に
歩
き
尋
ね
て
一
小
宅
に
至
る
。
門
、
極
め
て
卑
隘
な

り
。
門
を
叩
て
請
謁
す
。
鼓
工
に
謂
て
曰
く
、
「
君
擊
つ
と
こ
ろ
の
も
の
、
豈
に
耶
婆
色
雞
に
あ
ら

ず
や
。
至
て
精
能
な
り
と
雖
と
も
、
尾
無
き
は
何
ぞ
や
」
。
工
、
大
に
こ
れ
を
異
と
し
て
、
曰
く
、

「
（
中
略
）
今
但
だ
舊
譜
數
本
を
按
じ
て
こ
れ
を
尋
ぬ
に
、
竟
に
結
尾
の
聲
な
く
、
故
に
夜
夜
こ
れ

を
求
む
」
。（
中
略
）
琬
曰
く
、「
言
ふ
べ
し
や
。
そ
れ
曲
に
尽
き
ざ
る
者
あ
れ
ば
、
須
く
他
曲
を
以
っ

て
こ
れ
を
解
す
⑮

べ
く
、
方
に
其
の
聲
を
尽
く
す
べ
き
な
り
。
そ
れ
耶
婆
色
雞
は
當
に
㭾
柘
急
遍
を

用
い
て
こ
れ
を
解
す
」
。
工
は
教
へ
ら
る
る
と
こ
ろ
に
如
く
。
果
た
し
て
相
ひ
諧
協
し
、
聲
意
皆
な

盡
く
。

⑫

本
発
表
で
使
う
「
悖
㧝
兒
舞
」
は
『
張
承
吉
文
集
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
四
）
に
よ
る
。
そ
の
底
本
は
北
京
図

書
館
藏
宋
蜀
刻
本
で
あ
る
、

⑬

「
梁
州
」
は
大
曲
の
名
前
で
あ
り
、
「
涼
州
」
と
も
い
う
。
「
道
調
梁
州
」
は
段
和
尚
と
い
う
人
が
作
っ
た
「
梁
州
」
の
変

奏
曲
で
あ
る
ら
し
い
。
中
純
子
「
涼
州
詞
と
涼
州
曲: 

唐
代
邊
塞
音
樂
管
見
」
（
『
中
國
文
學
報
』
、
二
○
○
六
）
を
参
照
。

⑭

本
発
表
が
使
う
『
羯
鼓
録
』
は
『
羯
鼓
録
・
楽
府
雑
録
・
碧
鶏
漫
志
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
一
九
八
八
）
に
よ
る
。
そ

の
底
本
は
清
道
光
十
七
年
（
一
八
三
七
）
銭
熙
祚
「
守
山
閣
叢
書
」
所
収
本
で
あ
る
。

⑮

「
解
」
は
中
国
音
楽
の
伝
統
的
用
語
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
諸
説
が
あ
る
。
楊
蔭
瀏
『
中
国
古
代
音

楽
史
稿
』
に
よ
れ
ば
「
解
」
の
特
徴
は
（
一
）
テ
ン
ポ
が
速
い
こ
と
、
（
二
）
感
情
が
高
ぶ
る
こ
と
、
（
三
）
楽
曲
の
最
後
に

付
け
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
ど
が
あ
る
。

「
序

破−

急
」
構
成
を
根
拠
と
し
て
、
唐
大
曲
の
構
成
を
「
散
序−

中
序−

破−

急
」
と
推
定
す
る
研
究

も
あ
る
⑥

。
し
か
し
、
上
述
の
考
え
方
が
妥
当
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
検
討
す
る
余
地
が
あ

る
。
本
発
表
で
は
十
世
紀
以
前
の
古
楽
譜
と
中
国
唐
代
の
詩
歌
・
記
録
を
主
に
使
用
し
、
日
本
唐
楽

の
「
急
」
と
唐
大
曲
の
「
急
遍
」
の
関
係
を
め
ぐ
っ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

一

楽
譜
・
楽
書
に
お
け
る
「
急
」

結
論
を
先
に
述
べ
て
し
ま
う
と
、
現
存
す
る
十
世
紀
以
前
の
唐
楽
関
係
の
楽
譜
に
つ
い
て
考
察
し

た
結
果
、
康
保
三
年
（
九
六
六
）
『
新
撰
楽
譜
』
以
降
に
は
、
楽
曲
の
最
後
の
楽
章
を
「
急
」
と
書
く

例
が
確
認
で
き
る
が
、
そ
れ
よ
り
前
に
は
、
「
急
」
は
楽
譜
に
み
ら
れ
な
か
っ
た
。

『
新
撰
楽
譜
』
よ
り
前
の
唐
楽
関
係
の
楽
譜
と
い
え
ば
、
『
天
平
琵
琶
譜
』
（
天
平
一
九
年
（
七
四

七
）
以
前
）
、
『
五
絃
譜
』
、
『
南
宮
琵
琶
譜
』
（
延
喜
二
一
年
（
九
二
一
）
）
、
『
敦
煌
琵
琶
譜
』
⑦

（
五
代

後
唐
長
興
四
年
（
九
三
三
）
以
前
）
が
現
存
す
る
。
『
天
平
琵
琶
譜
』
に
は
「
番
仮
崇
」
と
い
う
楽
曲

の
断
簡
し
か
残
っ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
「
番
仮
崇
」
は
楽
章
に
分
け
ら
れ
て
い
な
い
。
『
南
宮
琵
琶

譜
』
に
は
琵
琶
独
奏
曲
と
琵
琶
の
調
弦
法
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
独
奏
曲
は
楽
章
に
分
け
ら
れ

て
い
な
い
。
『
敦
煌
琵
琶
譜
』
に
記
さ
れ
て
い
る
曲
は
基
本
的
に
一
遍
、
ま
た
は
二
遍
の
み
で
あ
り
、

複
数
の
楽
章
の
組
み
合
わ
せ
か
ら
な
る
大
曲
の
曲
譜
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
『
五
絃
譜
』
⑧

に
記
さ
れ
て
い
る
曲
「
夜
半
楽
」
の
末
に
「
丑
年
潤
十
一
月
廿
九
日

石
大

娘
」
と
い
う
文
言
が
み
え
る
こ
と
か
ら
、
『
五
絃
譜
』
は
宝
亀
四
年
（
唐
大
暦
八
年
（
七
七
三
）
）
に

近
い
年
代
に
唐
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
楽
譜
に
基
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
と
、
林
謙
三
氏
⑨

は
推
測
し
て
い

る
。
『
五
絃
譜
』
で
は
楽
曲
は
「
序
」
「
破
」
「
急
」
の
よ
う
に
分
け
ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
「
第
一
」

「
第
二
」
の
よ
う
に
数
字
で
区
切
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
武
媚
娘
」
⑩

と
い
う
曲
に
「
第
五
入

破
」
の
表
記
が
見
出
さ
れ
る
が
、
「
序
」
と
「
急
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

序
・
破
・
急
な
ど
の
楽
章
名
が
定
型
化
さ
れ
た
の
は
『
新
撰
楽
譜
』
⑪

以
降
の
こ
と
で
あ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。
『
新
撰
楽
譜
』
は
康
保
三
年
（
九
六
六
）
に
源
博
雅
に
よ
っ
て
編
集
さ
れ
た
楽
譜
で
あ
る

が
、
現
在
で
は
そ
の
一
部
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
中
に
あ
る
「
蘇
合
香
」
と
い
う
曲
は
序
・

破
・
颯
踏
・
急
の
四
つ
の
楽
章
を
持
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
楽
章
名
と
し
て
の
「
急
」
の
用
例
が
初
め

て
確
認
さ
れ
る
。
し
か
し
『
新
撰
楽
譜
』
の
跋
に
よ
る
と
、
そ
れ
は
貞
保
親
王
『
新
撰
横
笛
譜
』
（
序

文
以
外
は
散
逸
）
な
ど
前
代
の
楽
譜
を
参
考
し
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の

 

⑥

王
小
盾
「
唐
大
曲
及
其
基
本
結
構
類
型
」
『
中
國
音
樂
學
』
、
一
九
八
八
年
。
王
氏
は
唐
大
曲
を
「
清
楽
大
曲
」
「
胡
楽
大

曲
」
「
二
部
伎
大
曲
」
「
法
曲
型
大
曲
」
に
分
類
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
、
「
法
曲
型
大
曲
」
、
す
な
わ
ち
「
霓
裳
」
な
ど
の
大

曲
の
構
成
は
「
散
序−

中
序−

破−

急
」
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

⑦ 

フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵
『
長
興
四
年
中
興
殿
應
聖
節
講
經
文
』
（
番
号
：Pelliot chinois 3808

）
の
紙
背
に
記
さ
れ

て
い
る
。
影
印
は
『
法
蔵
敦
煌
西
域
文
献

巻
二
八
』
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
二
○
○
四
）
に
あ
る
。
敦
煌
に
残
さ
れ
た
楽

譜
は
ほ
か
に
も
フ
ラ
ン
ス
国
立
図
書
館
蔵Pelliot chinois 3719

、3539

の
二
枚
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
断
簡
し
か
残
っ

て
い
な
い
。 

⑧ 

陽
明
文
庫
蔵
。
本
発
表
で
使
う
『
五
絃
譜
』
は
『
古
楽
古
歌
謡
集
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
七
八
）
に
よ
る
。 

⑨ 

林
謙
三
「
国
宝
五
絃
譜
と
そ
の
解
読
の
端
緒
」
『
雅
楽
ー
古
楽
譜
の
解
読
ー
』
音
楽
之
友
社
、
一
九
六
九
年
。 

⑩ 

唐
代
の
楽
曲
名
。
羽
調
。
『
楽
府
詩
集
』
に
見
ら
れ
る
。 

⑪ 

本
発
表
で
使
う
『
新
撰
楽
譜
』
は
富
山
市
立
図
書
館
山
田
孝
雄
文
庫
蔵
本
（
享
和
一
六
年
豊
原
倫
秋
写
本
の
転
写
本
、
請

求
記
号
：D

IG
-TYM

Y-16

）
に
よ
る
。 
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フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
聖
徳
太
子
・
二
童
子
像
」
に
つ
い
て 

 日
本
東
洋
美
術
史

博
士
前
期
課
程
二
年 都

築

茉
莉 

 

は
じ
め
に

聖
徳
太
子
（
五
七
四
～
六
二
二
）
は
、
日
本
の
歴
史
上
、
最
も
多
く
の
、
ま
た
多
様
な
肖
像
が
制

作
さ
れ
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
数
あ
る
太
子
像
の
中
で
も
、
髪
を
角
髪
に
結
い
、
袍
と
袈
裟
を
着

け
、
手
に
は
柄
香
炉
を
持
つ
童
子
形
の
太
子
像
が
多
く
現
存
し
て
い
る
。

そ
う
し
た
童
子
形
の
太
子
像
の
な
か
で
も
本
発
表
で
は
、
米
・
フ
リ
ー
ア
美
術
館
所
蔵
「
聖
徳
太

子
・
二
童
子
像
」

以
下
、
本
図

に
注
目
す
る
。
本
図
は
、
太
子
を
中
心
に
、
両
脇
に
経
巻
と
天
蓋

を
持
つ
二
童
子
を
配
す
る
三
尊
形
式
を
と
る
。
先
行
研
究
で
は
、
太
子
が
自
身
の
廟
崛
へ
向
か
う
姿

（
「
廟
崛
太
子
」
）
を
描
い
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
が
、
本
図
は
そ
の
な
か
で
も
最
も
古
様
な
作
風
を

示
す
作
例
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
論
じ
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
よ
っ
て
本
発
表
で
は
、
本

図
の
図
様
の
意
味
や
制
作
年
代
、
成
立
背
景
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

一
、
本
図
の
概
要
と
先
行
研
究

本
図
は
、
縦
一
一
〇
・
三
㎝
、
横
七
三
・
〇
㎝
、
絹
本
著
色
の
掛
幅
で
、
画
面
に
大
き
く
太
子
と
二

童
子
を
描
き
、
画
面
上
部
両
端
の
色
紙
形
に
は
画
讃
が
あ
る
。
三
者
は
と
も
に
左
を
向
き
、
足
先
を
開

い
て
立
つ
。
太
子
は
両
手
で
柄
香
炉
、
二
童
子
は
そ
れ
ぞ
れ
縦
長
の
経
巻
容
器
と
天
蓋
を
持
つ
。
髪
は

左
右
で
結
び
、
腰
辺
り
ま
で
長
く
垂
下
さ
せ
る
垂
髪
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
袍
、
袴
を
着
け
る
が
、
太
子

は
さ
ら
に
袈
裟
と
横
被
を
着
け
、
袍
の
裾
を
後
ろ
に
長
く
引
く
の
が
特
徴
的
で
あ
る
。

画
賛
は
、
聖
徳
太
子
に
仮
託
し
な
が
ら
、
実
際
に
は
寛
弘
四
年

一
〇
〇
七

頃
に
大
阪
・
四
天
王
寺

で
制
作
さ
れ
た
と
さ
れ
る
『
四
天
王
寺
御
手
印
縁
起
』
（
以
下
、
『
御
手
印
縁
起
』
）
の
一
節
を
引
い
て

い
る
。
ま
た
、
本
図
の
箱
書
き
に
四
天
王
寺
の
有
力
な
衆
徒
の
一
つ
で
あ
る
秋
野
坊
の
第
四
十
一
世
・

由
淳
（
？
～
一
七
〇
八
）
の
名
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
江
戸
時
代
前
期
に
は
四
天
王
寺
に
伝
来
し

た
こ
と
が
判
明
す
る
。
以
上
、
画
讃
と
伝
来
か
ら
本
図
は
四
天
王
寺
に
お
け
る
制
作
が
想
定
さ
れ
る
。

本
図
の
主
な
先
行
研
究
と
し
て
、
小
山
正
文
氏

、
津
田
徹
英
氏

の
論
考
が
挙
げ
ら
れ
る
。
小
山
氏

は
、
本
図
と
ほ
ぼ
同
図
様
の
作
例
に
「
廟
崛
偈
」
（
太
子
が
自
ら
の
廟
崛
に
注
記
し
た
と
い
う
伝
承
を

も
つ
偈
文
）
が
引
か
れ
、
か
つ
童
子
が
燭
台
を
も
つ
こ
と
か
ら
、
本
図
様
を
「
廟
崛
太
子
」
と
呼
ぶ
べ

き
も
の
と
し
た
。
津
田
氏
は
小
山
氏
の
論
を
受
け
、
本
図
を
「
廟
崛
太
子
」
と
認
め
つ
つ
、
画
讃
の
内

容
か
ら
太
子
が
前
生
、
中
国
・
衡
山
の
慧
思
禅
師
（
天
台
宗
の
開
祖
・
智
顗
の
師
）
で
あ
っ
た
折
に
所

 
1

小
山
正
文
「
三
尊
形
式
の
聖
徳
太
子
像
」『
同
朋
仏
教
』
第
二
八
号
、
同
朋
大
学
仏
教
学
会
、
一
九
九
三
年

2

津
田
徹
英
「
中
世
に
お
け
る
聖
徳
太
子
図
像
の
受
容
と
そ
の
意
義
」『
密
教
図
像
』
第
一
六
号
、
密
教
図
像
学
会
、
一
九
九

七
年 

こ
れ
は
「
㭾
柘
⑯

」
と
い
う
曲
の
「
急
遍
」
が
「
耶
婆
色
雞
⑰

」
の
最
後
に
付
け
加
え
ら
れ
た
例
で
あ

る
。
こ
の
例
に
よ
っ
て
、
「
㭾
柘
急
遍
」
は
「
㭾
柘
」
に
お
い
て
も
、
終
結
部
に
位
置
す
る
の
で
は
な

い
か
と
想
像
で
き
そ
う
だ
が
、『
羯
鼓
録
』
で
は
明
確
に
そ
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

「
㭾
柘
急
遍
」
は
「
㭾
柘
」
の
テ
ン
ポ
の
速
い
部
分
を
指
す
の
で
は
な
く
、
「
㭾
柘
」
の
速
い
バ
ー
ジ

ョ
ン
と
い
う
意
味
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。

ま
た
、
大
曲
「
霓
裳
羽
衣
」
の
構
成
を
考
察
で
き
る
も
の
と
し
て
、
白
居
易
が
作
っ
た
詩
「
霓
裳
羽

衣
歌
」
⑱

唐
宝
暦
元
年
、

八
二
五

が
あ
る
。
こ
の
詩
に
つ
い
て
は
白
居
易
自
身
が
注
を
残
し
て
お

り
、
そ
れ
に
よ
る
と
「
散
序
六
遍
、
拍
な
く
、
故
に
舞
は
ず
な
り
」
「
中
序
始
て
拍
あ
り
，
亦
た
拍
序

を
名
と
す
」「
霓
裳
の
曲
、
十
二
遍
に
し
て
終
ふ
」
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
大
曲
「
霓
裳
羽
衣
」
の
構
成
に

「
散
序
」
「
中
序
」
が
あ
る
こ
と
を
こ
の
注
は
示
し
て
い
る
。
曲
の
終
わ
り
の
部
分
に
つ
い
て
、
白
居

易
は
「
凡
そ
曲
將
に
終
は
ん
と
し
、
皆
聲
拍
促
速
な
り
、
唯
だ
霓
裳
、
一
聲
を
長
引
す
な
り
」
と
注
を

付
け
て
い
る
。
つ
ま
り
大
曲
の
最
終
部
で
は
一
般
的
に
テ
ン
ポ
の
速
い
音
楽
が
奏
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
こ
の
テ
ン
ポ
の
速
い
部
分
が
す
な
わ
ち
「
急
遍
」
で
あ
る
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、

大
曲
の
構
成
に
言
及
し
た
宋
代
の
文
献
『
夢
溪
筆
談
』『
楽
府
詩
集
』『
碧
鶏
漫
志
』
に
も
、
い
ず
れ
も

大
曲
の
構
成
に
「
急
遍
」
が
あ
る
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

お
わ
り
に

ま
と
め
る
と
、
唐
代
文
献
に
は
「
急
」
に
似
た
言
葉
と
し
て
「
急
遍
」
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
は
テ
ン

ポ
が
速
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
「
急
遍
」
が
曲
の
終
結
部
に
奏
さ
れ
る
例
が
み
ら
れ
る
が
、
「
急
遍
」

の
語
自
体
を
唐
大
曲
の
終
結
部
を
指
す
も
の
と
み
な
す
確
証
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。

「
急
」
が
日
本
唐
楽
の
終
結
部
の
楽
章
名
と
し
て
使
わ
れ
る
の
は
、
唐
に
お
い
て
既
に
そ
う
で
あ
っ

た
の
か
、
そ
れ
と
も
仁
明
天
皇
（
在
位
八
三
三
〜
八
五
○
）
の
頃
か
ら
約
半
世
紀
に
わ
た
る
「
楽
制
改

革
」
⑲

の
結
果
に
よ
る
の
か
、
現
存
す
る
唐
代
音
楽
に
関
す
る
文
献
、
特
に
十
世
紀
以
前
の
楽
譜
が
少

な
い
た
め
、
断
言
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
テ
ン
ポ
が
速
い
と
い
う
特
徴
に
お
い
て
「
急
」
と
「
急
遍
」

は
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
散
序
」
「
中
序
」
「
入
破
」
は
唐
大
曲
の
楽
章
の
名
前
で
あ
り
、
日
本
唐

楽
の
「
序
」
「
破
」
は
そ
ち
ら
か
ら
影
響
を
受
け
た
も
の
だ
と
思
わ
れ
る
。
仮
に
「
急
」
が
日
本
の
楽

制
改
革
以
降
に
初
め
て
楽
章
名
と
し
て
使
わ
れ
た
と
し
て
も
、
そ
の
淵
源
は
唐
の
「
急
遍
」
に
あ
る
と

考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
序
・
破
・
急
の
淵
源
が
唐
代
の
大
曲
に
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
唐
代
の
「
急

遍
」
が
日
本
唐
楽
の
「
急
」
に
相
当
す
る
も
の
と
判
断
す
る
の
は
早
計
で
あ
る
。
日
本
唐
楽
の
「
序

破

急
」
構
成
を
根
拠
と
し
て
唐
大
曲
の
構
成
を
「
散
序

中
序

破

急
」
と
み
な
す
に
は
、
資
料
が
不

足
し
て
い
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。

 

⑯ 

唐
代
の
軟
舞
に
使
う
曲
。
『
楽
府
雑
録
』
：
「
軟
舞
曲
、
涼
州
、
綠
腰
、
屈
柘
、
蘇
合
香
、
團
圓
旋
、
甘
州
等
あ
り
。
」
（
注

十
四
・
二
八
頁
） 

⑰ 

唐
代
の
楽
曲
名
。
大
食
調
。
『
唐
会
要
』
巻
三
三
に
見
ら
れ
る
。 

⑱ 

本
発
表
で
使
う
「
霓
裳
羽
衣
歌
」
は
新
釈
漢
文
大
系
『
白
氏
文
集
九
』
二
三
頁
に
よ
る
。
こ
こ
で
引
用
し
た
白
居
易
の
自

注
の
底
本
は
北
京
図
書
館
蔵
南
宋
紹
興
刊
本
で
あ
る
。 

⑲ 

「
楽
制
改
革
」
は
現
代
の
通
説
で
あ
り
、
平
安
時
代
当
時
に
使
わ
れ
た
言
い
方
で
は
な
い
。
そ
の
定
義
は
『
日
本
音
楽
大

事
典
』
（
平
凡
社
、
一
九
八
九
）
に
あ
る
。 
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